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JPCOAR
研究データタスクフォースの活動



JPCOAR
機関リポジトリのコミュニティ
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• デジタルリポジトリ連合（DRF: Digital Repository Federation）：
2006年～

• JAIRO Cloudコミュニティ：2012年～

• 機関リポジトリ推進委員会：2013年～

オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）：2016年～

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/

参加館数

国立 65

公立 56

私立 351

その他 76

計 548

（2018年4月1日現在）



作業部会とタスクフォース
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作業部会

 JAIRO Cloud運用作業部会
• JAIRO Cloudコミュニティサ

イトを通じた利用機関支援
• 担当者向け勉強会

 研修作業部会
• 新任担当者研修の開催
• 研修教材の作成、オンライ

ン教材の開発

 広報普及作業部会
• ウェブサイトの編集・管理
• 情報誌の企画・発行

 研究データTF
• RDMトレーニングツール

の開発及び普及
• データベースレスキュー

 研究者情報連携TF
• ORCIDとリポジトリの連

携の可能性を検討

 OA方針成果普及TF
• OA方針策定ガイド
• OA方針リンク集

 メタデータ普及TF
• JPCOARスキーマの策定

タスクフォース



研究データTFの活動

• 研究データ管理の基礎を学ぶ教材開発

• RDM（研究データ管理）トレーニングツール

• データベースレスキュー・プロジェクト

• 維持管理が困難な人社系データベースを機関リポジ

トリで救済する方策の検討

• データベース科研やDnaviの調査

• データ移行の試行とワークフローの確立
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データベースレスキュー（事例）

• 矢内原忠雄植民地関係資料データベース（琉球大学）
• 2005年度に科研費（研究成果公開促進費）により作成
• 閲覧用プラグインの開発終了によりサムネイル画像しか表示でき
ない

• 琉球大学学術リポジトリへコンテンツを移行
• PDF形式に変換
• 一部未公開資料の公開
• Public Domainの明示（全点）

5（LDF） （PDF）
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研究データ管理のための教材開発



研究データ管理とは

研究データ管理（Research Data Management: 
RDM）とは、ある研究プロジェクトにおいて使
用された、あるいは生成されたデータの組織化、
構造化、保存、共有、公開、再利用に関する一
連の作業を指す言葉
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研究データ管理の背景
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1. オープンサイエンス推進の流れ

2. 研究公正（不正防止）の流れ



オープンサイエンス（国内の政策）

• 2013年6月

• G8科学大臣会合における研究データのオープン化を確約する共同声明
（日本も調印）

• 2015年3月

• 内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」報
告書

• 2016年1月

• 第5期科学技術基本計画⇒知の基盤の強化向けてオープンサイエンスを
推進

• 2016年2月

• 科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会「学術情報のオープン
化の推進について（審議まとめ）」

• 2016年7月

• 日本学術会議 オープンサイエンスの取組に関する検討委員会「オープ
ンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり方に関する提言」

• 2017年6月

• 科学技術イノベーション総合戦略2017「オープンサイエンスの推進」
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オープンサイエンスとは
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「オープンサイエンスとは、公的研究資金を用いた
研究成果（論文、生産された研究データ等）につい
て、科学界はもとより産業界及び社会一般から広く
容易なアクセス・利用を可能にし、知の創出に新た
な道を開くとともに、効果的に科学技術研究を推進
することでイノベーションの創出につなげることを
目指した新たなサイエンス」

内閣府『我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について～
サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け～』（2015年3月30日）

http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/



研究公正（不正防止）

• 文部科学省

• 『研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン』
（2014.8.26）

• 研究機関は、研究者に対して一定期間研究データを保存し、必要な場合
に開示することを義務付ける旨の規程を設けるべし

• 日本学術会議

• 『（回答）科学研究における健全性の向上について』（2015.3.6）

• 論文等の形で発表された研究成果のもととなった実験データ等の研究資
料は、当該論文等の発表から10年間の保存を原則とする

• 東京大学の事例

• 『国立大学法人東京大学における研究活動上の不正行為の防止に関する
規則』（2016.1.28）

• 『国立大学法人東京大学における研究資料等の保存に関する指針』
（2016.1.28）

• 文書、数値データ、画像などの研究資料（原則10年間保存）

• 試料や標本などの有体物（原則5年間保存）
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トップダウンとボトムアップ

政府・研究資金配分機関・学術機関・出版社の政策／方針（ポリシー）

• 公的研究資金を受けた研究成果（論文とデータ）の公開
• 論文のエビデンスとなったデータの10年保存と開示義務
• 産学連携・市民科学の推進と国際競争力の強化
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研究者／コミュニティ

・データを公開することによる研究成果の信憑性の向上
・過去の知見の再利用
・研究成果の保全
・研究活動の効率化
・分野融合型研究の加速

研究データ管理



日本の研究資金配分機関の方針

機関名 方針策定状況

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（AMED）

• 「疾病克服に向けたゲノム医療実現化プロジェクト」及び「難病
克服プロジェクト」ゲノム医療実現のためのデータシェアリング
ポリシー（2016.4）

• 2018.5.1以降にAMEDが新規公募する事業について、データマネジ
メントプランの提出を義務化（2018.3）

国立研究開発法人
科学技術振興機構（JST）

• 「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJST
の基本方針」策定（2017.4）

• 「戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施方
針」に基づき、データマネジメントプランの提出を要求

経済産業省
産業技術環境局

• 「委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運用ガイド
ライン」策定（2017.12）

• データマネジメントプランの作成を要求

独立行政法人
日本学術振興会（JSPS）

• 「論文おオープンアクセス化に関する実施方針」策定（2017.3）
• データに関する方針は未定
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大学のポリシー（エジンバラ大学）
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https://www.ed.ac.uk/information-services/about/policies-and-regulations/research-data-policy



出版社のポリシー（Springer Nature）
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https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/data-policy-types/12327096



研究者の意識（海外調査より）
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Practical challenges for researchers in data sharing, 
Springer Nature. 2018. 
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.5971387

全世界の7,700名の研究者を対象とした調査

76%の回答者がデータの発見可能性を
高めることが重要だと回答

データ共有のための課題
・利用可能な形でデータを整理（46%）
・著作権やライセンスが不明確（37%）
・利用可能なリポジトリが不明（33%）
・データを登録する時間がない（26%）
・データ共有のコスト（19%）



エジンバラ大学のRDMサービス
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4つのサービスで研究者をサポート

（研究前） （研究中） （研究後）

データ管理計画
作成ツール

ストレージ
バックアップ
ラボノート管理

共有・公開
長期保存

オンライン教材
リテラシー教育

トレーニングコース

（教育・支援）



研究者支援への期待
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技術職員、URA及び大学図書館職員等を中
心としたデータ管理体制を構築し、研究
者への支援に資する

『学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）』
平成28年2月科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/036/houkoku/1368803.htm 

（大学等に期待される役割のひとつ）



研究データ管理の教材
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（海外の教材）

日本版の教材を作ろう！



RDMトレーニングツールの概要

• 目的
• 学習者が研究データ管理に関する基礎的な知識を習
得する

• 研究データ管理サービス構築の足掛かりを得る

• 内容
• 全7章から構成されるeラーニング教材

• 各章は、スライドと解説で提供し、随所に確認テス
トを折り込む

• 受講対象者
• 図書館、IT部門、研究支援部門の職員（URA）等

• オープンサイエンスや研究データ管理に関心のある
教職員
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教材の構成
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1章 導入

2章 データ管理計画

3章 保存と共有

4章 組織化・メタデータ

5章 法倫理的問題

7章 サービスの設計

6章 ポリシー

生成

加工

分析

保存

公開

再利用

1

1

1

1

1

1

3

2

3

3

4

5

5

6

6

6

6

7

7

7

7 7

6
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2
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4
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研究データのライフサイクル

2

2

2

2

2

5

5

5

5

4

4

・The UK Data Archive
（ http://www.data-archive.ac.uk/create-manage/life-cycle ）
・RDM Support - basic training course for information specialists
（http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1285313） より



教材の公開
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RDMトレーニングツール
2017年6月6日にスライドとスクリプト
（説明の文章）をCC BYで公開

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/

年月
サイト
閲覧回数

ファイル
ダウンロード回数

2017.6 936 903

2017.7 286 342

2017.8 393 318

2017.9 429 308

2017.10 362 238

2017.11 515 301

2017.12 355 113

2018.1 313 131

2018.2 458 326

2018.3 251 149

2018.4 151 112

計 4,449 3,241

利用統計
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オンライン講座の開講



オンライン講座
「オープンサイエンス時代の研究データ管理」
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• オンライン講座

• JMOOCの公認プラットフォーム「gacco」で開講

• 2017年11月15日から2018年1月15日まで

• 内容

• 第1週：研究データ管理とは

• 第2週：保存・共有・文書化

• 第3週：メタデータ・法倫理的問題

• 第4週：運用に向けて

• NIIがJPCOARの協力を得て制作



NIIサイトから動画と資料を提供
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https://www.nii.ac.jp/service/jmooc/rdm/



受講概要
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受講者数
ディスカッションス

レッド数
修了率

オープンサイエンス時
代の研究データ管理 2,305 13 25%

gacco講座平均
（昨年平均）

4,145 73 15%

• 教養や話題性の高い内容の講座が多いなかで、当初は800人前後の
受講者数を見込んでいたが、予想を大きく上回り2,305名の受講者
が登録

• MOOCの修了率は世界的に10%台であるなか、非常に高い修了率
で講座を修了



①開始前アンケート：勤務先
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①開始前アンケート：
研究データ管理についてどれくらい知っていますか？
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②受講後アンケート：
この講座を全体的にどう思いますか？
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②受講後アンケート：
本講座の内容はどれくらい理解できましたか？
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②受講後アンケート：
期待どおりでしたか？
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②受講後アンケート：
本講座の内容は、あなた自身にとって有用でしたか？
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②受講後アンケート：
初心者にとって有用であると考えられますか？
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肯定的な意見

• 内容もわかりやすく，研究データ管理の基礎について系統
立てて，網羅的に学べた

• メタデータの付与の仕方など、研究者にも知ってもらいた
いことまでカバーされていたのが印象的だった（この教材
は研究者にも広めてもらいたい）

• ディスカッションボードがあり、そこで研究者の意見が聞
けるのが参考になった
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改善のための提案

• 研究データの管理に関して、研究者自身がやるべきことと図書館員など
の支援者がやるべきことが区別できる内容だともっとよかった

• 著作権などについてもっと突っ込んだことを学びたかった

• ストーリー性があると、もう少しわかりやすかった。インストラクショ
ナルデザインの手法を生かせるのでないか（例えば、ドラマ仕立てにす
るとか）

• 上司が理解してくれないと受講もしにくいので、研究データ管理の意義
について、管理職や大学の経営層を説得するための教材も必要だろう

• 開講期間が短いのが残念（オンデマンド教材にして、いつでも学習でき
るようにするとよいのではないか）
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新教材開発に向けて



「研究データ管理サービスの設計と実践」

• 研究支援者（図書館員、研究支援職員（URA）、
技術スタッフ等）のための教材

• 研究プロセス（研究前、研究中、研究後）に
沿って、具体的なサービスの設計と実践につい
て学ぶ

• NIIが開発中の新オンライン学習プラット
フォームから公開
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章構成と内容

章 内容

第1章：序論 研究データ管理に関する基礎的な知識を学ぶ
• 研究データ管理とは何か
• 研究データ管理の重要性が増している背景
• 研究データ管理サービスとは何か

第2章：サービス設計 自機関の実情に合ったサービスを設計するために必要なことを学ぶ
• 組織づくりや機関としての戦略やポリシーの立案
• Data Asset Framework（データ資産フレームワーク）の活用法

第3章：研究前の支援 研究者が研究を開始する前段階で、どのような支援が求められているかについて学ぶ
• 研究者が遵守すべきポリシーとは何か
• 研究資金配分機関等が求めるDMP（データ管理計画）の作成支援

第4章：研究中の支援 研究者が研究を実施している最中に求められる支援について学ぶ
• 研究データの種類とセキュリティポリシーの関係
• データの保存と機関の役割
• 利用可能なデータの発見方法
• データの分析や可視化の支援方法
• 論文発表の際に必要とされるデータの取扱い
• データ管理計画の見直し

第5章：研究後の支援 研究終了後に、得られたデータを公開することについて学ぶ
• データの公開前に確認すべきこと
• データの公開場所としてのデータリポジトリの選定
• 公開するデータに付与すべきメタデータ、識別子、ライセンスなど

第6章：日常的な支援 日常的な研究データ管理サービスについて学ぶ
• 研修の実施方法
• ポータルサイトの構築と提供すべき情報
• 窓口業務の実施体制
• 広報のための資料作成やアドボカシー活動の展開方法
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